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　　（御書新版１６９６ページ・御書全集１２５３ページ）

法華経を信じる人は冬のようなもので
ある。冬は必ず春となる。昔から今まで、
聞いたことも見たこともない、冬が秋
に戻るということを。
　（同じように）今まで聞いたことがな
い、法華経を信じる人が仏になれず、
凡
ぼん
夫
ぷ
のままでいることを。

　経文には「もし法を聞くことがあれ
ば、一人として成仏しない人はいない」
（法華経方

ほうべんぼん
便品第２）と説かれています。

希望の “春 ” へ前進しよう！

　皆さんこんにちは！　レオです！　今月も御書を
学び、元気に出発していこう☆
　今回学ぶ「妙

みょう
一
いちあま
尼御

ご
前
ぜん
御
ご
消
しょう
息
そく
」は、１２７５年（建

治元年）、日蓮大聖人が５４歳の時に身
み
延
のぶ
で著
あらわ
され、

鎌倉に住む女性門下の妙一尼に与えられたお手紙で
す。
　本抄を送られる４年前、大聖人は竜

たつ
の口

くち
の法

ほうなん
難や

佐
さ ど る
渡流罪

ざい
という大

だいなん
難に遭

あ
われ、さらに鎌倉の門下に

も激
はげ
しい迫

はくがい
害が及

およ
んでいました。妙一尼は、夫に先

立たれ、幼
おさな
い病気の子を抱

かか
えながら自身も体調が優

すぐ

れないという、厳しい状況でした。それでも彼女は、
佐渡や身延へ従

じゅう
者
しゃ
を送り、法華経の信

しんこう
仰を純

じゅん
粋
すい
に貫
つらぬ

き、大聖人を守ろうとしたのです。
　今回の御文で大聖人は、どんなに厳

きび
しい状

じょうきょう
況でも

法華経の信仰を貫いた人は、冬が必ず春となるよう
に、絶対に成仏できると断言されます。迫害に遭い
ながらも信心を貫き通した妙一尼の夫の成仏は間違
いないと、彼女に渾

こんしん
身の激

げきれい
励を送っているのです。

この一節には、妙一尼の不
ふ
屈
くつ
の魂

たましい
をたたえるお心と、

弟子の安心と幸福を願う師の深い慈
じ
愛
あい
と真心があふ

れています。
　陸上部でやり投げに挑戦しているメンバーのエ
ピソードを紹介するよ。彼は、スランプに陥

おちい
って、

記録が伸
の
びないことに悩んでいた。自分には才能が

ないと諦
あきら
めかけていた時、両親から「冬は必ず春

となる」の御文を教えてもらったんだ。それからは、
“ 自分にも必ず「春」が来る！ ” と信じて、お題目
に挑戦しながら練習に励む毎日。すると、自分の
課題を見つめ直すことができるようになって、練
習の質が向上していったんだ。自信を取り戻して
迎えた大会で、自身最高の成績を収めることがで
きたよ。
　池田先生は語っています。
　「どんなにつらい冬が続いても、希望を捨ててはい
けない。希望をなくさない限り、必ず春が来る」
　試練の “冬 ” を乗り越え、希望の “春 ” へ！　自身
の無限の可能性を信じ抜き、前進していこう！


